
羽曳野市保幼小中１５ヵ年モデルカリキュラム（Ｒ３改訂版）
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国語（東京書籍）こくご（光村図書） 国語（光村図書） 国語（光村図書） 国語（光村図書） 国語（光村図書） 国語（東京書籍）

小学４年生 小学５年生

羽曳野市
幼稚園教育課程

羽曳野市
幼稚園教育課程

羽曳野市
幼稚園教育課程

中学１年生 中学２年生

「これは、なんでしょう」
二人で話し合う

「ききたいな ともだちのはなし」
知らせたいことを話したり、聞いたり

する

「ともだちを さがそう」
大事なことを落とさずに、話したり聞

いたりする

「ことばでみちあんない」
道案内のしかた

「あったらいいな、こんなもの」
質問をして、相手の考えを引き出す

「そうだんにのってください」
考えを出し合い、話し合う

「もっと知りたい、友だちのこと」
話を聞いて、質問する

「わたしたちの学校じまん」
相手や目的を考えて、理由を挙げ

て話す

「山小屋で三日間すごすなら」
話し合い方を決める 「調べて話そう、生活調査隊」

調べたことを発表する

「聞き取りメモの工夫」
聞きながらメモをとるときは

「あなたなら、どう言う」
自分とは違う立場になって考える

「きいて、きいて、きいてみよ
う」
「きくこと」で理解し合う

「提案しよう、言葉とわたした
ち」

「よりよい学校生活のために」
立場の違いを明確にして計画的に

話し合う

「みんなで楽しく過ごすために」
目的や条件に応じて、計画的に話
し合う

「今、私は、ぼくは」
資料を使って、自分の考えや思いを

効果的に伝える

「いちばん大事なものは」
いろいろな考え方を聞いて、自分の

考えにいかす

「てがみで しらせよう」
手紙を書くとき

「しらせたいな、見せたいな」
詳しく書く

「いい こと いっぱい、一年生」
分かりやすく書く

「お話のさくしゃになろう」
お話を書くとき

「かんさつ名人に なろ

う」

「おもちゃの作り方をせつめいし

よう」
順序がわかるように書く

「きょうの できごと」
日記に書くこと

「すてきなところをつたえよう」
読む人に分かりやすい文章を書く

「気もちをこめて「来てください」」
案内の手紙を書く

「たから島のぼうけん」
物語の組み立てを考えて書く

「仕事のくふう、見つけたよ」
組み立てを考えて、報告する文章

を書く

「食べ物のひみつを教えます」
例を挙げて書く

「これがわたしのお気に入り」
感想を伝え合う

「お礼の気持ちを伝えよう」
手紙で気持ちを伝える

「新聞を作ろう」
事実を分かりやすく伝える

「伝統工芸のよさを伝えよう」
理由や例を挙げて考えを伝えるよ

うに書く

「「クラブ活動リーフレット」を作

ろう
説明のしかたを工夫して書く

「感動を言葉に」
読み返して、書いたものを整える

「日常を十七音で」
表現を工夫する

「この本、おすすめします」
相手や目的に合わせて書く

「みんなが過ごしやすい町へ」
調べたことを正確に書く

「あなたは、どう考える」
説得力のある意見文を書く

「グラフや表を用いて書こう」
グラフや表を用いて書く

「たのしみは」
言葉を選んで、短歌を作る

「思い出を言葉に」
伝えたい思いを明確にして書く

「日本文化を発信しよう」
伝えたいことに合わせた構成を考

えて書く

「私たちにできること」
提案する文章を書く

「ようこそ、私たちの町へ」
相手や目的を考えて、効果的に

伝える

「やくそく」
お話を読む

「くじらぐも」
思い浮かべながら読む

「うみの かくれんぼ」
読んで確かめる

「だって だっての お
ばあさん」
読んで感じたことを話す

「くちばし」
「問い」と「答え」を捉えて

読む。

「じどう車くらべ」
順序に気をつけて読む

「どうぶつの赤ちゃん」
比べて読む

「馬のおもちゃの作り方」
説明の仕方に気をつけて読む

「ふきのとう」
お話を確かめる

「スイミー」
あらすじをまとめる

「お手紙」
人物がしたことや様子を思

い浮かべる

「わたしはおねえさん」
人物と自分を比べて、読む

「たんぽぽの ちえ」
説明する文章を読む

「スーホの白い馬」

読んで感じたことを伝え合う

「おにごっこ」
大事な言葉や文を見つける

「言葉で遊ぼう/こまを楽しむ」
段落とその中心を捉える

「すがたをかえる大豆」
話題と例の書かれ方を捉える

「ありの行列」
説明する文章を読んで感想を伝

え合う

「きつつきの商売」
場面の様子や登場人物の気持ち

を想像する

「三年とうげ」
組み立てを考える

「モチモチの木」
登場人物の性格を捉える

「思いやりのデザイン／アップと

ルーズで伝える」
筆者の考えを捉える

「ウナギのなぞを追って」
感じ方の違いに気付き良さを

見つける

「白いぼうし」
場面と場面のつながりを考える

「パンフレットを読もう／世界

にほこる和紙」
パンフレットの読み方／要約する

「一つの花」
特別な言葉に着目する

「初雪のふる日」
感じ方の違いを楽しむ

「新聞を読もう」
新聞の読み方

「固有種が教えてくれること」
文章以外の資料を効果的に用いる

「想像力のスイッチを入れよ

う」
自分の考えを明確にし、伝え合う

「なまえつけてよ」
登場人物どうしの関わりを読む

「大造じいさんとガン」
優れた表現に着目する

「笑うから楽しい/時計の時間と

心の時間」
筆者の主張と、それを支える事例

を捉える

「帰り道」
視点の違いに着目して、人物像を

捉える

「やまなし/イーハトーヴの夢」
作品の世界を捉える

「海の命」
物語の読みを広げる

「利用案内を読もう」
利用案内の読み方

「「鳥獣戯画」を読む」
筆者の考えと表現の工夫を捉える

「メディアと人間社会／大切な

人と深くつながるために」
複数の文章を読んで、考えたこと

を交流する

おむすびころりん

ものの名前

いなばの白うさぎ

ことばあそびをしよう

季節の言葉

主語と述語

様子を表す言葉

昔話・民話

短歌・俳句

いろは歌・百人一首

季節の言葉

修飾語

国語辞典の使い

こそあど言葉

昔話・民話

短歌・俳句に親しもう

故事成語

季節の言葉

慣用句やことわざ

文と文をつなぐ言葉

いろいろな意味をもつ言葉

古典の世界（竹取物語・平
家物語・徒然草・おくのほそ

道・論語・漢詩）

敬語

和語・漢語・外来語

天地の文

地域の施設を活用しよう

言葉の変化

「ともだちのこと しらせよう」
考えながら聞く

「たぬきの 糸車」
好きなところを探して読む

「見たこと、かんじたこと」
詩に書くことを見つける

「こんな もの、見つけた

よ」

「どうぶつ園のじゅうい」
読んで考えを持つ

「まいごのかぎ」
登場人物の変化に気をつけて読む

「ちいちゃんのかげおくり」
物語に対する感想を持つ

「ごんぎつね」
話し合って考えを深める

「プラタナスの木」
登場人物の変化と、出来事の関

係を捉える

「やなせたかしーアンパンマン
の勇気」
伝記を読む

「たずねびと」
物語の全体像から考えたことを

伝え合う

教科書の単元名 【他教科名】

複合語

漢字辞典の使い方

百科事典での調べ方

考えと例

漢字の成り立ち

季節の言葉

統計資料の読み方

目的に応じて引用するとき

わらしべちょうじゃ

どうぶつの赤ちゃん

ひらがな・カタカナ

漢字のはなし
にた・反対の意味の言葉

うれしいことば

じゅんじょ

おもちゃの作り方をせつ

めいしよう

丸、点、かぎ

引用

ローマ字

科学読み物での調べ方

ことわざ・故事成語図書館たんけん

お気に入りの本をしょう

かいしよう

せかい一の話
図書館たんていだん

古典芸能の世界（落語）

古典芸能の世界（狂言・能・歌
舞伎・人形浄瑠璃）

狂言「柿山伏」

季節の言葉（二十四節気）

話し言葉と書き言葉

伝えにくいことを伝える

人を引きつける言葉

主張と事例

情報と情報をつなげて伝える

同じ部分を持つ漢字
漢字の音と訓 同じ読み方の漢字

熟語の成り立ち

伝わる表現を選ぼう

日本語の表記 単語の分類：名詞・連体詞・副詞・接続
詞・感動詞

「考えを比べながら聞こう」
自分の考えと比べながら聞く

「根拠を吟味して書こう」
（「地図」の紹介文）

根拠を吟味する

分かりやすい構成で意見文をまとめる

「話し合いで問題を検討しよう」
（リンクマップによる話し合い）
テーマを検討するためにメリット・デメリットを

書き出す

テーマについて検討し、結論を出す

「話し合いで意見をまとめよう」（合意形成
をめざす話し合い）
多様な考えを想定する

お互いの意見を生かして結論を出す

「小さな発見を詩にしよう」
表現を工夫する

「中心を明確にして話そう」
（「似ている言葉」スピーチ）
話の中心を明確にして、構成を考える
聞き手の反応を見ながら話す

「説得力のある提案をしよう」

（プレゼンテーション）
説得力のある話の構成を考える

資料や機器を活用する

「根拠を明確にして書こう」
（「写真」の意見文）

根拠を示す 読んで確かめ合う

「話し方はどうかな」

言葉の単位・文法とは

「短歌のリズムで表現しよう」
表現を練り上げる

「評価しながら聞こう」
話の内容や表現の仕方を評価する

「ニュースの見方を考えよう」
情報を見極める

「話し合いで理解を深めよう」
（グループ・ディスカッション）
話し合いで材料を出し合い整理する

お互いの発言を結び付けて、考えを

まとめる

「編集して伝えよう」（「環境」の新聞）
情報の客観性や信頼性を吟味する

文章の種類と構成を考え、内容を膨らませて書く

「話を聞いて質問しよう」
メモを取り、質問する

「調べて分かったことを伝えよう」
（食文化のレポート）

テーマを設定する レポートの構成を工夫する

「案内や報告の文章を書こう」
掲載する情報を選択する

「詩の心ー発見の喜び」
詩を鑑賞する

「風の五線譜｣「月夜の浜辺」

「わたしの中にも」

「飛べ かもめ」「さんきち」
人物や情景を描いた表現に注意する

「少年の日の思い出」
伏線に注目する

「私のタンポポ研究」
事実と考えとの関係を捉える

「オオカミを見る目」
段落の役割や段落どうしの関係に着目する

接続する語句・指示する語句

音声の働きや仕組み

「郷土のよさを伝えよう」
（「地域の魅力」の紹介文）

情報を集める

より効果的に伝わるように推敲する

文の成分・連文節

「依頼状やお礼状を書こう」
手紙を推敲する

「手紙の効用」

「「正しい」言葉は信じられるか」
事実と言葉の関係を意識する

「短歌を楽しむ」
短歌を鑑賞する

「未来へ」「落葉松」

「わたしが一番きれいだったとき」

「字のない葉書｣｢辞書に描かれたもの」
登場人物の言葉や行動の意味を考える

「走れメロス」
人物像に着目する

「黄金の扇風機」

「サハラ砂漠の茶会」
読み比べて考えを深める

「ハトはなぜ首を振って歩くのか」
文章と図表などを結び付けて理解する

用言の活用 助詞 助動詞

形の似た漢字

漢字の意味

同訓異字

「場面に応じて話そう」
（条件スピーチ）
相手や目的に応じて、話の内容や構成を考える

相手の様子や場の状況に応じて話す

「俳句を作って句会を開こう」
読みあって評価する

「観察・分析して論じよう」
（「ポスター」の批評文）
複数の対象を比較し、特徴を多面的に捉える

説得力のある批評文を書く

「二つのアザミ」

「俳句の読み方、味わい方」
俳句を鑑賞する

「生命は」「初恋」「レモン哀歌」

「生ましめんかな」

「いつものように新聞が届いた

－メディアと東日本大震災」
情報をより深く捉える

「形」「百科事典少女」
作品を批評する

曖昧な文・分かりづらい文

文法のまとめ

和語・漢語・外来語

熟語の構成・熟字訓 四字熟語

送り仮名
語の意味と文脈・多義語

活字と書き文字

間違えやすい敬語

言葉の移り変わり

紛らわしい漢字

間違えやすい言葉
類義語・対義語 同音異義語

話し言葉と書き言葉

敬語

漢字（部首・成り立ち・画数・筆順・音読

「故郷」
人間関係の変化に着目する

「絶滅の意味」
説得力を高めるための論の進め方に着目する

「幸福について」
文章を読んだり、議論をしたりして、考えをまとめ

る

「視点を変えて心情を描こう」
視点を決めて書く

「心に残る出来事を表現しよう」
（日常生活から生まれる随筆）

題材を見つける 工夫して随筆を書く

「人物を描写しよう」
人物を書き出す

「生き生きと書き出そう」
（短歌から始まる物語）
豊かに描写する
感想交換の観点を持つ

「今の思いをまとめよう」
（時を超える手紙）
書きたい内容を考える

手紙の書き出しと結びを整える

「説得力のある提案をしよう」
（プレゼンテーション）

説得力のある話の構成を考える

資料や機器を活用する

「調べて分かったことを伝えよう」
（食文化のレポート）
テーマを設定する

「編集して伝えよう」
（「環境」の新聞）
情報の客観性や信頼性を吟味する

文章の種類と構成を考え、内容を膨らませて書く
「郷土のよさを伝えよう」
（「地域の魅力」の紹介文）

情報を集める

より効果的に伝わるように推敲する

伊曽保物語 竹取物語

矛盾

移り行く浦島太郎の物語
枕草子・徒然草

平家物語

漢詩

万葉・古今・新古今

おくのほそ道

論語

友だちと作った物語を発

表する

コミュニケーション能力を

身につける

文字に興味をもつ

話に共感しながら聞く

友だちと相談しながら遊ぶ

「室内、戸外遊びをす

る」

（ままごと、砂場遊びな

ど）
作ったものや楽しいことを

話す

文字や数字があるこ

とを知る

身近な人と挨拶を交わ

す

地域の人や小中学生など

様々な人と挨拶を交わす

経験したことや楽しいことを

話す

「ごっこ遊びをする」
教師と一緒に言葉のや

り取りをして楽しむ

「グループ活動をする」
友だちと話し合って思いを

共有する

「劇遊びをする」
友だちとセリフを言うこと

を楽しむ

自分の名前の文字に

興味をもつ

「字を書く」
見たり、なぞったりしながら自分

の名前や文字を書く

「絵本や紙芝居の読み

聞かせを聞く」
繰り返しの言葉を楽しんだ

り、物の名前を知ったりす

る

話の流れを楽しむ 絵本や紙芝居の話の流

れや意味を理解していく

「絵本を見る」
自分の好きな絵本を見つ

けて見ようとする 「絵本を読む」
文字をなぞりながら絵本を

読もうとする

友だちに読んであげたり

一緒に読んだりすることを

楽しむ

「昔話の絵本や紙芝居の読み聞かせを聞く」

絵本や紙芝居から伝統行事を知る

素話を聞く

「自分の名前がわかる」
持ち物に書いてある名前に

興味をもつ

「絵本や紙芝居の読み

聞かせを聞く」

「わらべうたで遊ぶ」
友だちとのやりとりを楽しむ

「こいのぼり、七夕、もちつき、お正月、節分、ひなまつりをする」
日本の伝統行事の経験を通して言葉の興味を広げていく

「歌をうたう」
歌を通して行事に親しむ

「挨拶や返事をする」
生活に必要な言葉を使う

「絵本や紙芝居の読み

聞かせを聞く」
物の名前を知る

「図鑑を見たり調べたりす

る」
名前・種類・特性などを知る 友だちと調べたことや覚

えたことを共有する


